
JP 5401555 B2 2014.1.29

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　懸濁液中の細胞を濃縮するための沈降アセンブリであって、
　細胞集団を含む懸濁液を受け取るための第１のチャンバであって、該第１のチャンバに
対して沈降力を与えた際に、濃縮された細胞集団を受け取るための細胞濃縮帯域を含み、
該細胞濃縮帯域と連通した第１のポートをさらに含む、第１のチャンバと、
　該第１のチャンバの該第１のポートと繰り返し除去可能に流体連通して配置されるよう
に構成された第２のポートを含む、第２のチャンバと
　を備え、
　該第1のポートおよび第２のポートのうちの一方は、再封止可能な閉鎖部を有し、該第1
のポートおよび第２のポートのうちの他方は、該チャンバが接続されているときに該再封
止可能な閉鎖部を開くように構成された部材を含み、該再封止可能な閉鎖部は、該チャン
バが切り離されたときに自動的に閉じるように構成され、
　該第１のチャンバと該第２のチャンバとは、流体連通した該第1のチャンバおよび該第
２のチャンバのユニットとして、遠心性の沈降力場内に一緒に配置可能に構成され、
　それによって、該沈降力場が印加されると、該第２のチャンバは、該第1のチャンバの
該細胞濃縮帯域から該濃縮された細胞集団を含む該懸濁液の少なくとも一部分を受け取る
、
　沈降アセンブリ。
【請求項２】
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　前記第１のチャンバは、細胞を単離するためのシステムから細胞を受け取るように適合
されている、請求項１に記載の沈降アセンブリ。
【請求項３】
　前記細胞濃縮帯域は、前記第１のチャンバの先細部分を含む、請求項１に記載の沈降ア
センブリ。
【請求項４】
　前記沈降アセンブリは、沈降中にホルダ内に配置されるように適合されている、請求項
１に記載の沈降アセンブリ。
【請求項５】
　前記ホルダ内の前記沈降アセンブリは、沈降中に遠心分離機内に配置される、請求項４
に記載の沈降アセンブリ。
【請求項６】
　前記第１のチャンバは、前記第２のチャンバよりも大きい容量を有する、請求項１に記
載の沈降アセンブリ。
【請求項７】
　懸濁液中の細胞を濃縮する方法であって、
　ａ．第１のポートを含む第１のチャンバ内において、細胞集団を含む懸濁液を収集する
ことと、
　ｂ．該第１のチャンバ内において、濃縮された細胞懸濁液を取得するために該細胞集団
を沈降することと、
　ｃ．遠心性の沈降力場の下で、該濃縮された細胞懸濁液を該第１チャンバと流体連通す
る第２のチャンバに流入させることと
　を含み、
　該第２のチャンバは、該第１のチャンバの該第１のポートと繰り返し除去可能に流体連
通して配置されるように構成された第２のポートを含み、
　該第1のポートおよび第２のポートのうちの一方は、再封止可能な閉鎖部を有し、該第1
のポートおよび第２のポートのうちの他方は、該チャンバが接続されているときに該再封
止可能な閉鎖部を開くように構成された部材を含み、該再封止可能な閉鎖部は、該チャン
バが切り離されたときに自動的に閉じるように構成され、
　該第１のチャンバと該第２のチャンバとは、流体連通した該第1のチャンバおよび該第
２のチャンバのユニットとして、遠心性の沈降力場内に一緒に配置可能に構成される、
方法。
【請求項８】
　前記濃縮された細胞懸濁液のさらなる処理のために、前記第１のチャンバを前記第２の
チャンバから切り離し、該第２のチャンバを第３のチャンバに接続することをさらに含む
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のチャンバを前記第２のチャンバから切り離すことと、該第１のチャンバ内に
残留するあらゆる内容物を除去することと、該第１のチャンバに溶液を追加することと、
該第２のチャンバからの前記濃縮された細胞懸濁液を該第１のチャンバに追加することと
、さらなる処理のために該第１のチャンバと該第２のチャンバとを再接続することとをさ
らに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ａ～ｃのステップは繰り返されるが、繰り返されるときには、前記第１のチャンバ
内において収集される細胞集団を含む懸濁液は、前記第２のチャンバに流入させられた濃
縮された細胞懸濁液である、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のチャンバは、注射器を含む、請求項１に記載の沈降アセンブリ。
【請求項１２】
　懸濁液中の細胞を濃縮するための沈降チャンバであって、該チャンバは、
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　球形の内側チャンバを規定するハウジングと、
　該内側チャンバと連通している、該ハウジングのポートと
を含み、
　該ポートは、再封止可能な閉鎖部を備え；そして
　該チャンバは、該ポートと反対側に位置する、細胞を受容するポケットを有する、沈降
チャンバ。
【請求項１３】
　空気捕獲領域をさらに備える、請求項１２に記載の沈降チャンバ。
【請求項１４】
　前記空気捕獲領域が、前記ポートに近接している、請求項１３に記載の沈降チャンバ。
【請求項１５】
　前記チャンバハウジングは、前記チャンバの壁への力の適用により手動で操作され得る
、請求項１２に記載の沈降チャンバ。
【請求項１６】
　前記細胞集団は、幹細胞を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１７】
　前記溶液は洗浄溶液を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１８】
　前記溶液は、緩衝液、血清、抗体、および成長因子からなる群から選択される試薬であ
る、請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、米国特許出願第１２／３２６，０６１号（２００８年１２月１日出願）に基づ
く優先権を主張する。該出願の全体が参照により本明細書に援用される。
【０００２】
　（技術分野）
　本主題は、物質内の生体構成要素を濃縮し、洗浄するように生体物質を処理するための
装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　細胞等の生体物質は、しばしば、多くの治療、診断、または研究用途で使用される。例
えば、幹細胞が、生体内の組織再生等の所望の治療効果を得るために、患者に投与され得
、他の状況では、細胞を含む生体物質が、グラフト、移植、または他の手順のために投与
され得る。
【０００４】
　患者に投与され得るか、または診断および研究目的に有用であり得る十分な濃度を有す
る生体物質の有効な標本を提供するために、物質に伴う多くの、かつ長時間の操作を実施
することがしばしば、必要である。例えば、しばしば、幹細胞は、まず、筋肉、血液、ま
たは脂肪（脂質）組織等のそれらが由来する組織から分離され、単離される。次いで、そ
のような組成物の細胞は、それらが、注入等によって、患者に導入することができる前に
、複数回の精製、洗浄、または他の処理を受ける必要があり得る。これらの手順は、異な
る容器への細胞の連続的移動を必要とし得る。それらはまた、沈降を促進するためなどの
さらなるマニピュレーションを必要とし得る。各手順は、好ましくは、組成物内への汚染
物質または有機体の潜在的な導入を制限または回避するために、無菌で実施されるか、ま
たは閉鎖した無菌システムにおいて実施される。代替的には、細胞が患者に投与されない
代わりに、試験管内で培養される場合においても、例えば、それらは、依然として、好ま
しくは無菌状態での大規模な洗浄および濃縮を必要とし得る。
【０００５】
　また、患者への投与に好適となるように、好ましくは、生体物質が高濃縮される標本が
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好ましい。これは、比較的小さい容量の投与を可能にし得る。例えば、約１ｘ１０８細胞
以上の幹細胞標本は、一般に、患者への注入用に、５ｍｌ未満の容量に濃縮され得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　組織処理の分野において、多くの研究が行われているが、その後の治療、診断、研究、
または他の用途のために、物質を洗浄し、濃縮する領域を含む生体物質を処理する領域の
進歩に対する必要性が引き続き存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一実施例では、本願の主題は、懸濁液中で細胞を濃縮するための沈降アセンブリを対象
とする。沈降アセンブリは、細胞集団を含む懸濁液を受け取るための第１のチャンバを含
む。第１のチャンバは、チャンバへの沈降力の印加時に、濃縮細胞集団を受け取るための
細胞濃縮帯域を有する。アセンブリはまた、第１のチャンバの濃縮帯域を含む、流体到達
先または流体源と流体連通して、除去可能に配置されるように適合される、第２のチャン
バを含む。ユニットとしての第１および第２のチャンバは、細胞集団を含む懸濁液の一部
分を第２のチャンバに流入させるように、流体連通している第１および第２のチャンバを
有する沈降力場内に配置可能である。チャンバは、好ましくは、流体連通が、チャンバを
物理的に接合することによって達成されるか、またはチャンバを物理的に分離することに
よって破壊されるように、物理的に分離可能である。
【０００８】
　別の例では、開示した主題は、懸濁液中の細胞集団を洗浄し、濃縮するための沈降アセ
ンブリを対象とする。沈降アセンブリは、細胞集団を含む懸濁液を受け取るための第１の
チャンバを含む。沈降アセンブリはまた、第１のチャンバを含む、流体到達先または流体
源と流体連通して、除去可能に配置されるように適合される、第２のチャンバを含む。ユ
ニットが沈降力場を受ける時に、懸濁液の少なくとも一部分が第１のチャンバから第２の
チャンバに流動し、それによって、第２のチャンバ内に濃縮細胞懸濁液を形成するように
、第１および第２のチャンバは、流体連通している第１および第２のチャンバを有する沈
降力場内のユニットとして配置可能である。
【０００９】
　本開示はまた、懸濁液中で細胞を濃縮する方法を対象とする。一実施例では、懸濁液中
で細胞を濃縮する方法は、第１のチャンバ内で細胞集団を含む懸濁液を収集することを含
む。細胞集団は、第１のチャンバ内で濃縮細胞懸濁液を得るために沈降し、濃縮細胞懸濁
液は、沈降力場下で、第２のチャンバに流入させられる。
【００１０】
　さらなる実施例では、懸濁液中で細胞を濃縮し、洗浄する方法を開示する。方法は、第
１のチャンバ内で細胞集団を含む懸濁液を収集することと、第１のチャンバ内で濃縮細胞
懸濁液を得るために細胞集団を沈降させることとを含む。濃縮細胞懸濁液は、沈降力場下
で、第２のチャンバに流入させられる。第２のチャンバは、第１のチャンバから取り外さ
れ、濃縮細胞懸濁液は、さらなる流体到達先または流体源に流入させられる。さらなる流
体到達先または流体源は、沈降力場内の第２のチャンバとともに配置可能である。
【００１１】
　さらなる実施例では、細胞標本を再構成、洗浄、または処理するための装置が記載され
る。装置は、少なくとも１つのポートを有する第１のチャンバを有する。装置はまた、少
なくとも１つのポートを有し、第１のチャンバ等の流体到達先または流体源と流体連通し
て、繰り返し、かつ除去可能に配置されるように適合される、第２のチャンバを含む。第
１のチャンバの少なくとも１つのポートは、再封止可能な弁を有し、第２のチャンバの少
なくとも１つのポートは、弁を開くための部材を有する。
【００１２】
　細胞標本を再構成、洗浄、または処理する方法もまた開示する。方法は、第１のチャン
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バ内に細胞標本を配置することと、第１のチャンバから、繰り返し、かつ除去可能に接続
され、第１のチャンバと流体連通して配置されるように適合される第２のチャンバに細胞
標本を流入させることとを含む。第１および第２のチャンバのうちの一方は、自動的に封
止可能な弁を有するポートを有し、第１および第２のチャンバのうちの他方は、チャンバ
が接続された時に、弁を自動的に開くように適合される部材を有するポートを有する。次
いで、第２のチャンバは、第１のチャンバから切り離され、弁は自動的に閉鎖する。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　懸濁液中の細胞を濃縮するための沈降アセンブリであって、
　細胞集団を含む懸濁液を受け取るための第１のチャンバであって、該第１のチャンバに
対して沈降力を与えた際に、濃縮された細胞集団を受け取るための細胞濃縮帯域を含む第
１のチャンバと、
　第２のチャンバと
　を備え、
　該第２のチャンバは、繰り返し除去可能に、流体到達先または流体源と流体連通するよ
うに適合され、該流体到達先または流体源は、該第１のチャンバの該濃縮帯域を含み、
　該第１のチャンバと該第２のチャンバとは、該濃縮された細胞集団を含む該懸濁液の一
部分を該第２のチャンバに流動させるために、該第１のチャンバと該第２のチャンバとが
流体連通しているユニットとして、沈降力場内に配置可能である、
　沈降アセンブリ。
（項目２）
　上記第１のチャンバは、細胞を単離するためのシステムから細胞を受け取るように適合
されている、項目１に記載の沈降アセンブリ。
（項目３）
　上記細胞濃縮帯域は、上記第１のチャンバの先細部分を含む、項目１に記載の沈降アセ
ンブリ。
（項目４）
　上記沈降アセンブリは、上記第１のチャンバと上記第２のチャンバとが流体連通してい
るときに、遠心分離されるように適合されている、項目１に記載の沈降アセンブリ。
（項目５）
　上記沈降アセンブリは、沈降中にホルダ内に配置するように適合されている、項目１に
記載の沈降アセンブリ。
（項目６）
　上記ホルダ内の上記沈降アセンブリは、沈降中に遠心分離機内に配置される、項目７に
記載の沈降アセンブリ。
（項目７）
　上記第１のチャンバと上記第２のチャンバとの間の連結部をさらに含む、項目１に記載
の沈降アセンブリ。
（項目８）
　上記連結部は分離可能であり、該連結部は、上記第１のチャンバに取り付けられる第１
の部分と、上記第２のチャンバに取り付けられる第２の部分とを備え、該第１の部分と該
第２の部分とは、嵌合要素を有する、項目１０に記載の沈降アセンブリ。
（項目９）
　上記連結部は、連結部材を含む、項目１１に記載の沈降アセンブリ。
（項目１０）
　上記第１のチャンバは、上記第２のチャンバよりも大きい容量を有する、項目１に記載
の沈降アセンブリ。
（項目１１）
　懸濁液中の細胞を濃縮する方法であって、
　ａ．第１のチャンバ内において、細胞集団を含む懸濁液を収集することと、
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　ｂ．該第１のチャンバ内において、濃縮された細胞懸濁液を取得するために該細胞集団
を沈降することと、
　ｃ．沈降力場の下で、該濃縮された細胞懸濁液を第２のチャンバに流入させることと
　を含む、方法。
（項目１２）
　上記濃縮された細胞懸濁液のさらなる処理のために、上記第１のチャンバを上記第２の
チャンバから切り離し、該第２のチャンバを第３のチャンバに接続することをさらに含む
、項目２４に記載の方法。
（項目１３）
　上記第１のチャンバを上記第２のチャンバから切り離すことと、該第１のチャンバ内に
残留するあらゆる内容物を除去することと、該第１のチャンバに溶液を追加することと、
該第２のチャンバからの上記細胞懸濁液を該第１のチャンバに追加することと、さらなる
処理のために該第１のチャンバと該第２のチャンバとを再接続することとをさらに含む、
項目２４に記載の方法。
（項目１４）
　上記ａ～ｃのステップは繰り返され、繰り返されるときには、上記第１のチャンバ内に
おいて収集される細胞集団を含む懸濁液は、上記第２のチャンバに流入させられた濃縮さ
れた細胞懸濁液である、項目２４に記載の方法。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、第１および第２のチャンバを、流体連通していない分離位置に示す、本
開示に従う沈降アセンブリの一実施例の部分的断面図である。
【図１ａ】図１ａは、チャンバを分離位置に示す、図１の第１および第２のチャンバの間
の連結の一実施例の拡大断面図である。
【図２】図２は、第１および第２のチャンバを流体連通している連結位置に示す、図１の
沈降アセンブリの部分的断面図である。
【図２ａ】図２ａは、チャンバを連結位置に示す、図２の第１および第２のチャンバの間
の連結の一実施例の拡大断面図である。
【図３】図３ａ－３ｆは、本開示に従う図１の沈降アセンブリを使用する方法の一実施例
を示す。
【図４】図４は、特に、遠心分離機によって生成された、沈降力場内で使用するための調
整された沈降アセンブリを保持する、ホルダの一実施例の斜視図である。
【図５】図５は、図４のホルダ等のホルダとともに、沈降アセンブリのさらなる実施例を
示す。
【図６】図６は、ホルダ内に位置する、図４の沈降アセンブリホルダを有するホルダの例
の断面図である。
【図７】図７ａ－７ｇは、本開示に従う図１の沈降アセンブリを使用する方法の一実施例
を示す。
【図８】図８ａ－８ｈは、１つのチャンバがプランジャを含む、本開示に従う別の沈降ア
センブリを使用する方法の一実施例を示す。
【図９】図９は、本開示に従う沈降アセンブリのさらなる実施例の断面図である。
【図１０】図１０ａ－１０ｄは、本明細書に開示する装置とともに使用し得る、弁および
コネクタのさらなる実施例の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　詳細な実施例が本明細書に開示される一方、これらの開示される例は、単に例示的であ
って、本明細書に記載の種々の局面および特性は、明確に示される以外の形で、単独で、
または他の特性もしくは局面との組み合わせで、有用性を有し得るが、当業者には明白で
あろうことを理解されたい。
【００１５】
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　本願の主題は、概して、生体物質を処理するための装置および方法を対象とする。一実
施例では、装置は、生体物質を濃縮するために使用され得る沈降アセンブリである。別の
好ましい例では、沈降アセンブリは、所望の試薬および溶液で、物質を再構成、洗浄、お
よび／または別様に処理するために使用され得る。例えば、装置は、選択した緩衝液で細
胞標本を洗浄または処理するために使用され得る。他の例では、装置は、血清、抗体、ま
たは成長因子等の試薬で細胞集団を処理するために使用され得る。さらなる実施例では、
装置は、凍結および保管のために細胞を調製するために使用され得、かつ凍結されている
細胞標本を再構成するために使用し得、それは、培地に移動させる必要があり得る。
【００１６】
　他の好ましい例では、装置は、細胞を必ずしも沈降することなく、細胞標本を再構成、
洗浄、または別様に処理するために使用され得る。例えば、装置は、細胞が培養され得る
ように、融解細胞標本を組織培地に移動させるために使用され得る。
【００１７】
　付属の図面を参照すると、図１は、組織から、細胞等の生体物質を濃縮する上で使用さ
れ得る、一般に、１０で沈降アセンブリを例証する。沈降アセンブリは、細胞懸濁液等の
生体物質を受け取り得る、第１のチャンバ１２を含む。沈降アセンブリ１０はまた、例え
ば、図２に見られるように、第１のチャンバ１２と流体連通して配置され得る、第２のチ
ャンバ２６を含む。つまり、第１のチャンバ１２および第２のチャンバ２６は、安定した
統合ユニットとして、沈降アセンブリ１０を形成するように、ともに容易に連結または接
続され得る。次いで、チャンバ１２、２６は、チャンバ間の流体連通が繰り返し確立され
、除去され、再確立され得るように、必要に応じて、分離され、次いで、再接続され得る
。例えば、図１は、分離された第１のチャンバ１２および第２のチャンバ２６を有し、し
たがって、流体連通がまだ確立されていないか、または除去されている、沈降アセンブリ
１０を示す。図２は、接続されているか、または再接続され、流体連通して配置されてい
る２つのチャンバを有する、アセンブリ１０を示す。図１および２で示すように、連結３
２は、２つのチャンバの接続、分離、および再接続を促進するために使用され得る。
【００１８】
　一実施例では、第１のチャンバ１２は、実質的に硬質であり、第２のチャンバ２６は、
同一または異なる硬さの度合を有し得る。例えば、チャンバは、一般に、血液処理手順に
一般に使用されるバッグよりも硬質であり得るが、可撓性の度合を保持し得る。したがっ
て、いくつかの例では、チャンバは、それらが、せいぜい平均的な手動力の印加によって
操作され得るように、十分に柔軟であり得る。チャンバ１２、２６は、処理中に、内容物
を確認し得るように、少なくとも部分的に、実質的に硬質の透明プラスチックから形成さ
れ得る。もちろん、第１および第２のチャンバは、必ずしも同一の材料から作製されるか
、または同一の硬さの度合を有する必要はない。１つの好ましい例では、第２のチャンバ
２６の少なくとも一部分は、第１のチャンバ１２よりも低い硬さである場合があり、それ
によって、第２のチャンバの容量が、第２のチャンバの壁への力の印加によって、または
チャンバの圧力の変更によって、操作または放出されることを可能にする。
【００１９】
　沈降アセンブリはまた、好ましくは、使い捨てであり、生体物質との使用に好適であり
、かつ、使用前に容易に殺菌し得るか、または別様に無菌形態で提供され得る、ポリエチ
レン、ポリプロピレンまたは他の物質から作製され得る。典型的には、必要とは考えられ
ないが、チャンバ表面は、第１および第２のチャンバの壁への選択した生体物質の接着性
または親和性を増大または低下するため、または他の目的のために、必要に応じて、当該
技術分野において公知の方法を使用して、血清、アルブミン、ポリカチオン、ポリアニオ
ン等の物質、または他の物質で処理または被覆され得る。
【００２０】
　第１のチャンバ１２および第２のチャンバ２６の容量は、特定の要求に応じて選択され
得る。一実施例では、図１に示すもの等の第２のチャンバ２６は、第１のチャンバ１２よ
りも小さい容量を有する。この例は、例えば、患者への投与のために、またはさらなる処
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理のために、細胞懸濁液がより小さい容量に濃縮されるものである時に、使用され得る。
チャンバ１２、２６はまた、必要に応じて、多くの形状を成し得る。例えば、本明細書に
おいてさらに説明するように、１つまたは両方のチャンバは、その中に可動式プランジャ
を有する注射器の形状であり得る。
【００２１】
　図１に示す例では、第１のチャンバ１２は、円筒状である上部壁部分１４を有する。第
１のチャンバ１２の上部壁部分１４は、壁または基部１５によって上部端で閉鎖され、下
部端において円錐または先細部分に接合され、その下部端付近の第１のチャンバ１２内に
濃縮帯域または領域１６を形成する。図１に示すように、入口管２０は、基部１５内の開
口１８を介して第１のチャンバ１２に取り付けられ得る。入口管２０は、細胞懸濁液を含
む生体物質を第１のチャンバ１２内に導入するために使用され得る。第１のチャンバ１２
はまた、濃縮帯域１６の下部端に隣接する出口２２を有する。第１のチャンバ１２はさら
に、流体が第１のチャンバ１２から追加される、または除去されている時に必要とされ得
る、空気の通気を可能にするために、基部１５内に通気孔２４を含む。
【００２２】
　図１および２に示す例では、第２のチャンバ２６は、流体の導入および／または除去を
可能にするためのポート２８を有する、実質的に硬質の球形を有して示す。もちろん、第
２のチャンバ２６は、必要に応じて、多少、柔軟になり、異なる形状を有するように構築
され得る。この例では、第２のチャンバ２６はまた、ポート２８の反対側の下部ポケット
または領域３０を含む。ポケット３０は、沈降中に、細胞が蓄積することができる、空間
または区画を提供し、ポケット３０内に収集された細胞の破壊が少ない、後の第２のチャ
ンバ２６からの流体の除去を促進し得る。もちろん、沈降した細胞は、第２のチャンバ内
で懸濁され得、さらなる処理を伴わずに、患者への注入等の所望の目的のために最終懸濁
液として直接使用し得る。
【００２３】
　上述のように、図１では、第２のチャンバ２６を第１のチャンバから物理的に分離して
示す。したがって、第２のチャンバ２６は、まだ確立されていないか、または第１のチャ
ンバ１２との流体連通から除去されている。図２は、第２のチャンバ２６が第１のチャン
バ１２と流体連通して配置されるように、第１のチャンバ１２に接続されている、第２の
チャンバ２６を示す。
【００２４】
　図１および２に示すように、分離可能な連結３２は、第１のチャンバ１２および第２の
チャンバ２６の接続、分離、および再接続を促進するために用いられ得る。図１ａおよび
２ａは、例示的な結合３２の断面拡大図を示す。図１ａは、チャンバ１２、２６が接続さ
れておらず、互いに流体連通していない時の結合の配置を示す。図２ａは、チャンバ１２
、２６が接続されており、チャンバ間の流体連通が確立され得る時の配置を示す。
【００２５】
　図１ａおよび２ａに示すように、例証した連結３２は、２つの嵌合要素を含む。連結３
２の第１の嵌合コネクタまたは要素３４は、その上部端において外部ネジが設けられた出
口２２内の相補的ネジを介して、第１のチャンバ１２と係合されて示す。第１の嵌合要素
３４が、第１のチャンバ１２を係合するために、他の方法で構築され得る、または第１の
チャンバ１２で成形されるか、もしくは別様に、それに接続され得ることを理解されたい
。図１ａおよび２ａに示す第１の要素３４はまた、内部ネジを設けられた環３５と、環内
に位置する先の丸いカニューラ３６とを含む。
【００２６】
　連結３２の第２の嵌合コネクタまたは要素３８は、螺合、成形、または別様に、そのポ
ート２８において、第２のチャンバ２６に接続され得る。図１に例証する例では、第２の
嵌合要素３８を、第２のチャンバ２６の上部におけるポート２８から延在する相補的外部
ネジを係合する、その下部端における内部ネジとともに示す。第２の嵌合要素３８はまた
、その上部端において、第１の嵌合要素３４の内部ネジを設けられた環３５と嵌合するた
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めの外部ネジまたはフランジ３７を含む。
【００２７】
　この例証した例では、連結３２の第２の嵌合要素３８はさらに、可撓性のプレスリット
の再封止可能な中隔弁４０を含む。図１ａに見られるように、中隔弁４０は、閉鎖位置に
向かって付勢される。したがって、中隔弁４０は、第１のチャンバ１２および第２のチャ
ンバ２６が分離された時の環境から第２のチャンバ２６を自動的に閉鎖し、封止する。図
２ａに見られるように、中隔弁４０はまた、チャンバ１２、２６が接続された時に、カニ
ューラ３６に対して自動的に封止する。
【００２８】
　開示した装置は、示す特定のコネクタまたは弁構造に制限されない。例えば、上記の要
素は、必要に応じて、別様に構築されるか、またはそれらの配置を逆転させられ得る。他
の例もまた、必要に応じて、両方のチャンバの上に弁を含み得ることを理解されたい。
【００２９】
　２つのチャンバ１２、２６を接合し、それらを流体連通して配置するために、連結３２
の第１および第２の嵌合要素３４、３８は、ともに接続される。図２ａに示すように、こ
れは、カニューラ３６を再封止可能な中隔弁４０を通って通過させる。この配置では、コ
ネクタは、環境から封止される、沈降アセンブリ１０内の閉鎖通路またはチャネル４２を
提供する。この点に関して、中隔弁は、好ましくは、貫通部材の周囲に弾性的に延伸され
る。ユニットとして、第１のチャンバ１２および第２のチャンバ２６が接続されている、
この例では、細胞を含む流体、すなわち、細胞懸濁液（または、液体のみ）は、沈降アセ
ンブリ１０に加えられた力の方向および規模によって、いずれかの方向（第１のチャンバ
１２から第２のチャンバ２６、または第２のチャンバ２６から第１のチャンバ１２）に流
動し得る。チャンバ１２と２６との間の流体連通を除去するために、カニューラ３６は、
中隔弁４０から引き出され、中隔弁４０は、即座に自動的に再封止する。
【００３０】
　図３ａ～３ｆは、一般に、沈降アセンブリ１０の使用方法を例証する。図３ａおよび３
ｂに示すように、細胞懸濁液を受け取った第１のチャンバ１２は、第２のチャンバ２６に
接続され得、チャンバ間の流体連通が確立され得る。連結３２は、２つのチャンバの接続
を促進するために使用され得、図３ｂに見られるように、連結３２によって硬く接続され
たチャンバ１２、２６を有する、統合ユニットの形態の沈降アセンブリ１０を作成する。
【００３１】
　沈降アセンブリ１０は、単純な重力場、すなわち、通常の重力場が、ある状況において
沈降を促進するために十分であり得るが、遠心分離力場等の沈降力場内に配置され得る。
図３ｃの遠心分離によって発達したもの等の沈降力場は、所望の細胞懸濁液を第１のチャ
ンバ１２の濃縮帯域内に濃縮させるため、かつ任意に、第１のチャンバ１２から第２のチ
ャンバ２６に流動させるために十分でなければならない。
【００３２】
　図３ｄおよび３ｅに例証するように、第２のチャンバ２６が所望の細胞懸濁液を受け取
った後に、第２のチャンバ２６は、第１のチャンバ１２から分離され得る。したがって、
沈降アセンブリ１０は、図３ｄに示すように、カニューラ３６が中隔弁４０から除去され
るため、潜在的な漏出を低減するように逆転させられる。次いで、第２のチャンバ２６は
、環３５の内部ネジを第２のチャンバ２６上のフランジ３７から係脱し、カニューラ３６
を引き出すこと等によって、連結３２において、第１のチャンバ１２から切り離され得る
。
【００３３】
　図３ｆに示すように、第１のチャンバ１２から切り離され、分離された第２のチャンバ
２６を用いて、濃縮細胞懸濁液は、注射器４１の使用等によって、第２のチャンバ２６か
ら除去され得る。必要に応じて、細胞はまた、さらなる処理等のために第２のチャンバ２
６内に維持され得る。例えば、所望の細胞を有する、分離された第２のチャンバ２６は、
別の例を参照して下記に説明するように、さらなる処理または濃縮のために、付加的なチ
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ャンバ等のさらなる流体到達先または流体源と流体連通して配置され得る。
【００３４】
　例的沈降アセンブリ１０は、多様な組の細胞標本を再構成、洗浄、処理、または濃縮す
るために使用し得る。例えば、第１のチャンバ１２によって受け取られた生体物質は、比
較的粗細胞懸濁液であり得、個々の細胞、多細胞集合体、および／または非細胞物質に関
連付けられた細胞を含み得る。細胞懸濁液は、１つ以上の細胞種を含み得る。細胞懸濁液
はまた、幹細胞単独、または他の種類の幹細胞を含む他の細胞種と組み合わせた幹細胞を
含み得る。
【００３５】
　沈降アセンブリ１０はまた、精製手順を受けた細胞標本とともに使用され得る。例えば
、沈降アセンブリ１０は、細胞を精製するためのシステムに連鎖、接続、または別様に、
組み込まれ得る。そのような配置では、沈降アセンブリ１０の第１のチャンバ１２は、細
胞精製システムから細胞懸濁液を受け取り得る。例えば、第１のチャンバによって受け取
られた細胞懸濁液は、親和性技術を使用して、選択された細胞マーカの存在または不在に
従い単離されている幹細胞であり得る。細胞懸濁液は、例えば、ＣＤ３４陽性として単離
されている場合がある。
【００３６】
　示すように、遠心分離は、細胞懸濁液を第１のチャンバ１２から第２のチャンバ２６に
流動させるための沈降力場を生成するために使用され得る。遠心分離が使用される時は、
沈降アセンブリ１０は、遠心分離機内へのアセンブリの便利なさらなる配置のために、ホ
ルダ内に配置され得る。ホルダはまた、遠心分離中にアセンブリを安定化する上で補助し
得る。ホルダの寸法および形状は、所与の沈降アセンブリおよび遠心分離機バケットに適
合され得る。そのようなホルダはまた、通常の重力での沈降のための沈降アセンブリを保
持するために使用され得る。
【００３７】
　図４～６は、沈降アセンブリ４８のさらなる例とともに使用され得るホルダ４４の例を
示す。図４は、遠心分離中に、遠心分離機バケット内の沈降アセンブリ４８を保持するた
めに使用され得る、ホルダ４４の例を示す。ホルダは、ホルダ４４内への沈降アセンブリ
の配置のために、図５に最もよく見られる開口部４６を含む。この例では、ホルダの全体
の形状は、遠心分離機バケットの最も共通する形状に嵌まるように、一般に円筒形である
。
【００３８】
　図５は、図４のホルダ４４内へ沈降アセンブリ４８の配置を示す。示すように、沈降ア
センブリは、濃縮帯域５２を有する第１のチャンバ５０と、第２のチャンバ５４と、結合
５６を含む。この例では、第１のチャンバ５０は、細胞懸濁液を受け取るための入口５８
を含む。入口５８は、例えば、ネジキャップ６０で被覆され得る。
【００３９】
　図６では、沈降アセンブリ４８を、遠心分離中に生じるであろう、沈降手順に使用する
ために、ホルダ４４内に配置して示し、断面図で示す。沈降手順中に、まず、第１のチャ
ンバ５０内の所望の細胞は、濃縮帯域５２内で濃縮され、結合５６を介して、第２のチャ
ンバ５４に流入する傾向がある。
【００４０】
　図７ａ～７ｇは、細胞集団の複数の洗浄および／または処理を実施するための開示に従
う、沈降アセンブリ６１の使用を例示する。沈降アセンブリ６１は、第１のチャンバ６４
と第２のチャンバ２６とを含む。図７ａでは、第２のチャンバ２６は、さらなる処理を必
要とし得る、細胞懸濁液６２を含む。第２のチャンバ２６内の細胞懸濁液は、例えば、図
３ａ～３ｆの第１のチャンバ１２の使用に関して説明するもの等の濃縮細胞集団を取得す
るための先述の例に従う処理からもたらされ得る。
【００４１】
　図７ｂに示すように、細胞懸濁液６２を有する第２のチャンバ２６は、洗浄または処理
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溶液を含み得る付加的な第１のチャンバ６４等の別の流体到達先または流体源と流体連通
して配置され得る。２つのチャンバの接続は、チャンバの連結（流体連通している）およ
び非連結（流体連通していない）の繰り返しを可能にする、先述の結合３２等の結合の存
在によって促進され得る。次いで、細胞６２は、沈降アセンブリ６１が反転位置にある間
に第２のチャンバ２６を絞ること等により、第２のチャンバ２６の壁に手動力を単に加え
ることによって強化された流動で、付加的な第１のチャンバ６４に流入し得る。遠心分離
力場等の沈降力場はまた、第２のチャンバ２６から第１のチャンバ６４への細胞の流動を
促進するように、反転された沈降アセンブリに適用し得ることを理解されたい。
【００４２】
　細胞が洗浄される例では、細胞懸濁液は、第２のチャンバ２６から、大容量の洗浄溶液
を含む付加的な第１のチャンバ６４へ流動させられ得る。他の例では、細胞は、細胞が高
価な試薬で処理される時に生じる場合がある、比較的小容量の流体を含む付加的な第１の
チャンバに流入させられ得る。細胞消失を最小限にするために、細胞が第２のチャンバ２
６から付加的な第１のチャンバ６４に流動した後に、第２のチャンバ２６は、第１のチャ
ンバ６４と接続されたままであり得るか、または代替的には、第１のチャンバ６４から切
り離され得る。
【００４３】
　付加的な第１のチャンバ６４内での細胞の洗浄または処理後、細胞は、付加的な第１の
チャンバに取り付けられたままの第２のチャンバ２６に逆流され得、それによって、すべ
ての細胞の完全な回復を可能にするか、または細胞消失を少なくとも低減する。これは、
図７ｃに示すもの等の沈降力場を使用して達成され得る。代替的には、付加的な第１のチ
ャンバ６４は、新規の第２のチャンバに接続され、それと流体連通して配置され得る。次
いで、第２のチャンバ２６は、付加的な第１のチャンバ６４から分離され得、図７ｄに見
られるように、洗浄され再構築された、第２のチャンバ２６内に細胞懸濁液をもたらす。
【００４４】
　必要に応じて、次いで、さらなる第２のチャンバ内で洗浄された細胞懸濁液は、付加的
な洗浄または処理等によるさらなる処理のために、さらに別の第１のチャンバ６８に流動
され得る。第２のチャンバ２６から付加的な第１のチャンバ６８への細胞懸濁液の接続お
よび流動を図７ｅに表し、それは、図７ｂの上記の説明に関する同様の方法で達成される
。図７ｆに示すように、次いで、細胞は、沈降力場の使用等によって、本来の第２のチャ
ンバ２６または新規の第２のチャンバに逆流され得る。第１および第２のチャンバは、取
り付けられたままであり得、同一の第２のチャンバの使用は、細胞消失を低減し得る。こ
のようにして、細胞懸濁液は、流体連通して配置される、「第１」および「第２」のチャ
ンバの間を繰り返し移動し得、図７ｇの第２のチャンバ２６内に沈着して示す、細胞の洗
浄、処理、および／または再構築の繰り返しを提供する。
【００４５】
　図８ａ～８ｈは、本開示に従う、沈降アセンブリ７０のさらなる例およびその使用方法
を示す。沈降アセンブリ７０は、細胞懸濁液を受け取るための第１のチャンバ７２と、注
射器の形状であり得る第２のチャンバ７６とを含む。結合７８は、チャンバ７２、７６を
流体連通して配置するために使用することができる。他の例に関して説明するように、第
２のチャンバ７６は、第１のチャンバ７２と流体連通して配置され得る。第２のチャンバ
７６に接続された第１のチャンバ７２を有する沈降アセンブリ７０は、細胞集団７４を第
２のチャンバ７６に流入させるように、図８ｂに示すもの等の沈降力場内に配置され得る
。
【００４６】
　注射器の形状の第２のチャンバ７６への細胞集団７４の流動はまた、図８ｃおよび８ｄ
のピストン８０の変位によって示すように、第２のチャンバ７６内に真空を形成するよう
に、注射器７６のピストン８０を移動させることによって促進または達成され得る。ピス
トン８０のこの移動は、真空を取り除くように、流体を第１のチャンバ７２から第２のチ
ャンバ７６内に取り込ませる。注射器チャンバの容量は、予想される流体容量によって、
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固定または変動して構成され得る。一実施例では、ピストン８０の後退は、流体を第２の
チャンバに引き込み、それによって、沈降力場の印加後でさえ、第１のチャンバ７２内、
または連結７８の領域内に残存する細胞を回復することに役立つ。加えて、ピストンの後
退は、必要に応じて、第２のチャンバ内の流体の量を増加させるために使用され得る。注
射器７６のピストン８０はまた、細胞集団が注射器７６に流入した後に押出され得、それ
によって、過剰な上澄みを第２のチャンバから除去し、細胞が第２のチャンバ７６内で懸
濁される容量を調節する。
【００４７】
　次いで、第２のチャンバ７６は、図８ｅに例証するように、第１のチャンバ７２との流
体連通から除去され得る。第２のチャンバ７６が注射器の形状であることを考えると、第
２のチャンバ７６は、患者に細胞を投与するために使用され得るか、または他の目的のた
めに使用され得る。図８ｆに示すように、注射器はまた、さらなる洗浄または処理のため
に、さらなる第１のチャンバ８２等の流体到達先または流体源と流体連通して配置され得
る。細胞７４は、図８ｆおよび８ｇに示すように、第２のチャンバ注射器７６のピストン
８０の運動によって、または図８ｂを参照して上記に説明するもの等の沈降力場の印加に
よって、さらなる第１のチャンバ８２に流入され得る。細胞はまた、図８ｈに示すように
、第２のチャンバ７６に濃縮細胞集団をもたらすように、第２のチャンバ７６（または、
さらなる「第２」のチャンバ）に逆流され得る。
【００４８】
　本開示に従う、沈降アセンブリのさらなる例を図９に示す。この例に従い、沈降アセン
ブリの１つまたは両方のチャンバは、より容易にチャンバ内の空気の捕獲を可能にするた
めに、１つ以上の空気ポケットを提供することによって適合される。この特徴は、例えば
、針またはカニューラ等の構造を液体で充填されたチャンバ内に導入しなければならない
時に生じるなど、チャンバの内容物を容易に圧縮することが必要である時に、有益である
。
【００４９】
　図９に示す沈降アセンブリ８４は、図１および２に示す例と実質的に同様である。つま
り、沈降アセンブリ８４は、第１のチャンバ８６と、第２のチャンバ８８と、連結９０と
を含む。図９に示す連結９０は、図１ａに示すものと同一である。図９では、第２のチャ
ンバ８８の壁は、入口ポート９２の両側で上方に湾曲し、第２のチャンバ８８内に空気捕
獲ポケットを形成する。
【００５０】
　図９の例に従い、空気は、チャンバが直立して配置され、液体で充填される時に、空気
捕獲領域９４内で捕獲される。注射器針または同様のデバイスが、例えば、中隔９６を通
って第２のチャンバ８８内に挿入される時に、液体は、捕獲された空気が圧縮可能である
ため、空気捕獲領域内に押し込まれ、針またはカニューラ等の構造がより容易にチャンバ
を貫通することを可能にする。
【００５１】
　さらに、他の種類の弁および連結は、本開示の沈降アセンブリとともに使用され得る。
再封止可能（および、特に好ましくは、自動的に再封止可能）な弁は、単独または他の弁
と組み合わせて、チャンバ間の流体の流動を制限するために好ましい。例えば、ストップ
コック弁ならびにクランプが使用され得る、手動で再封止可能な要素の例である。一実施
例では、注射器型の針は、弁を形成するゴムプラグとともに使用され得る。
【００５２】
　使用され得る他の弁および連結は、例えば、米国特許第４，６８３，９１６号、第５，
１８８，６２０号、第５，９５７，８９８号、第６，０３９，３０２号、第６，２６１，
２８２号、および第６，６０５，０７６号に開示され、参照することによってその全体が
本明細書に組み込まれる。これらの弁および他の弁は、種々の中隔および中隔開口機構を
使用し得、針、ルアー部材、カニューラ、ノズル、およびハイブリッド構造等の種々の種
類および形状の連結部材とともに使用され得る。



(13) JP 5401555 B2 2014.1.29

10

20

30

40

50

【００５３】
　図１０ａ～ｄは、そのような弁およびコネクタの例を示す。図１０ａでは、弁１００は
、筐体１０６の第１の端部１０４上に載置された再封止可能なプレスリット中隔１０２を
有する。中隔は、環状のＵ型に加締られた端部材と、内部中隔支持隆線１１０との間に載
置される。米国特許第５，１８８，６２０号および第６，６０５，０７６号により完全に
説明するように、この中隔は、弁内に、かつ弁を通って流体を導入するために、中隔スリ
ット１０２を通して挿入され得る、先の丸いカニューラと協同的である。
【００５４】
　弁コネクタ２００のさらなる例を図１０ｂに示す。この例では、雄ルアー継手の形状の
ノズル２０２が、流体流路を確立するために、弁２００に部分的に挿入されて示される。
簡潔に述べると、ノズル２０２の挿入は、グランドまたはエラストマ部材２０４を押し下
げ、中空の内部支柱２０６を軸方向に移動させて、弁出口２０８までのグランドおよび中
空支柱を通る流体流路を開く。
【００５５】
　図１０ｃは、本開示に従う装置とともに使用され得る、弁コネクタのさらなる例を示す
。弁コネクタ３００は、上部部分３０４と、中間部分３０６と、環状スカート（図示せず
）とを有する、再封止可能な弁部材３０２を含む。１つの弁スリット３０８は、上部部分
３０４および中間部分３０６を通ってチャンバ３１０内に下方に延在する。弁３０２の前
面に対するカニューラの係合は、スリット３１４を開口させ、弁出口までのスリットおよ
びチャンバ３１０を通る流体経路を提供する。
【００５６】
　図１０ｄは、本装置とともに使用され得る、１つのさらなる弁を示す。具体的には、図
１０ｄの弁本体４００は、雄ルアー部分４０２と雌ルアー部分４０４とを含む。弁ディス
ク４０６は、弁本体内に位置し、三角形の突出部４０８上に置かれる。弁ディスクの固有
の弾力性は、通常、実線で示す、閉鎖位置内でそれを付勢する。弁アクチュエータ４１０
は、接続する雄ルアーの挿入が、アクチュエータ４１０を、弁ディスク４０６の縁を軸方
向に係合し、それらが開口位置まで下方に湾曲されるように、雌ルアー孔内に位置する。
ディスクは、接続する雄ルアーの除去時に再封止する。
【００５７】
　上述の本主題の局面は、単独で、または１つ以上の他の局面との組み合わせで、有益で
あり得る。上述の記述を制限することなく、本明細書の主題の局面に従って、細胞集団を
含む懸濁液を受け取るための第１のチャンバを備える、懸濁液内の細胞を濃縮するための
沈降アセンブリを提供する。第１のチャンバは、第１のチャンバへの沈降力の印加時に濃
縮細胞集団を受け取るための細胞濃縮帯域を有する。沈降アセンブリはまた、第１のチャ
ンバの濃縮帯域を含む、流体到達先または流体源と流体連通して、繰り返し除去可能に配
置されるように適合される、第２のチャンバを含む。第１および第２のチャンバは、濃縮
細胞集団を含む懸濁液の一部が、第２のチャンバに流入する、流体連通している第１およ
び第２のチャンバを有するユニットとして、沈降力場内に配置される。
【００５８】
　前述の局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、第１のチャンバは、細
胞を単離するためのシステムから細胞を受け取るように適合される。
【００５９】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、第１
のチャンバはさらに、入口ポートを備える。
【００６０】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、第１
のチャンバはさらに、通気孔を備える。
【００６１】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、細胞
濃縮帯域は、第１のチャンバの先細部分を含む。
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【００６２】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、沈降
アセンブリは、第１および第２のチャンバが流体連通している時に、遠心分離されるよう
に適合される。
【００６３】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、沈降
アセンブリは、沈降中にホルダ内に配置されるように適合される。
【００６４】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、ホル
ダ内の沈降アセンブリは、沈降中に遠心分離機内に配置される。
【００６５】
　前述の２つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、ホルダ内の沈降アセンブリは、沈降中に単位重力で維持される。
【００６６】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、沈降
アセンブリはさらに、第１および第２のチャンバの間の連結を備える。
【００６７】
　前述の局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、連結は、分離可能であ
り、連結は、第１のチャンバに取り付けられる第１の部分と、第２のチャンバに取り付け
られる第２の部分とを備え、第１および第２の部分は、嵌合要素を有する。
【００６８】
　前述の２つの局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、連結は、連結部
材を含む。
【００６９】
　前述の局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、連結部材は、注射針、
ルアー継手、ノズル、カニューラ、ならびにそれらの組み合わせおよび混成物から成る群
より選択される。
【００７０】
　前述の局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、連結部材は、カニュー
ラである。
【００７１】
　前述の５つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、連結は、閉鎖可能な弁を備える。
【００７２】
　前述の局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、閉鎖可能な弁は、スト
ップコック、クランプ、ゴムプラグ、グランド型弁、およびプレスリット中隔弁から成る
群より選択される。
【００７３】
　前述の２つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、閉鎖可能な弁は、少なくとも１つのプレスリット中隔弁を含む。
【００７４】
　前述の３つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、第１および第２のチャンバのそれぞれは、１つの閉鎖可能な弁を有する。
【００７５】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、部材
は、幹細胞を含む細胞集団を受け取るように適合される。
【００７６】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、チャ
ンバは、セルマーカの存在または不在に従って単離されている細胞集団を受け取るように
適合される。
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【００７７】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、第１
のチャンバは、第２のチャンバよりも大きい容量を有する。
【００７８】
　前述の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って、第１
および第２のチャンバは、実質的に硬質である。
【００７９】
　別の局面に従って、細胞集団を含む懸濁液を受け取るための第１のチャンバを備える、
懸濁液内の細胞集団を洗浄および濃縮するための沈降アセンブリを提供する。沈降アセン
ブリはまた、第１のチャンバを含む流体到達先または流体源と流体連通して、繰り返し除
去可能に配置されるように適合される、第２のチャンバを備える。第１および第２のチャ
ンバは、流体連通している第１および第２のチャンバを有する沈降力場内にユニットとし
て配置可能である。ユニットが沈降力場を受ける時に、懸濁液の少なくとも一部分は、第
１のチャンバから第２のチャンバに流入し、濃縮細胞懸濁液は、第２のチャンバ内に形成
される。
【００８０】
　別の局面に従って、懸濁液中で細胞を濃縮する方法を提供する。方法は、第１のチャン
バ内で細胞集団を含む懸濁液を収集することを含む。方法はまた、第１のチャンバ内で濃
縮細胞懸濁液を取得するように、細胞集団を沈降することと、沈降力場下で、濃縮細胞懸
濁液を第２のチャンバに流入させることとを含む。
【００８１】
　前述の局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、第１のチャンバは、第
２のチャンバから切り離され、第２のチャンバは、濃縮細胞懸濁液のさらなる処理のため
に第３のチャンバに接続される。
【００８２】
　前述の２つの局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、第１のチャンバ
は、第２のチャンバから切り離され、第１のチャンバ内に残留するあらゆる内容物は、除
去される。溶液は、第１のチャンバに追加され、第２のチャンバからの濃縮細胞懸濁液は
、第１のチャンバに追加され、第１および第２のチャンバは、さらなる処理のために再接
続される。
【００８３】
　前述の３つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、方法は、第１のチャンバで細胞集団を含む懸濁液を収集することを含む。方法はまた、
第１のチャンバ内で濃縮細胞懸濁液を取得するように細胞集団を沈降することと、沈降力
場下で濃縮細胞懸濁液を第２のチャンバに流入させることを含むが、繰り返された時に第
１のチャンバ内で収集される細胞集団を含む懸濁液は、第２のチャンバに流入させられた
濃縮細胞懸濁液である。
【００８４】
　別の局面に従って、第１のチャンバ内で細胞集団を含む懸濁液を収集することを含む、
懸濁液中で細胞を濃縮または洗浄する方法を提供する。細胞集団は、第１のチャンバ内で
濃縮細胞懸濁液を取得するように沈降させられ、濃縮細胞懸濁液は、沈降力場下で第２の
チャンバに流入させられる。第２のチャンバは、第１のチャンバから切り離され、濃縮細
胞懸濁液は、沈降力場内の第２のチャンバとともに配置されるように適合される、さらな
る流体到達先または流体源に流入させられる。
【００８５】
　前述の局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、沈降力場は、遠心分離
力場である。
【００８６】
　前述の２つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、沈降力場の沈降力は、重力単位で測定され得る。
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【００８７】
　前述の３つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、第１および第２のチャンバは、ホルダ内に配置されるように適合され、遠心分離を受け
る沈降アセンブリを形成するように、ともに連結されるように適合される。
【００８８】
　前述の４つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、第１のチャンバは、細胞を単離するためのシステムから懸濁液を受け取る。
【００８９】
　前述の５つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、懸濁液は、１つ以上の選択された細胞マーカの存在または不在に従って、単離されてい
る幹細胞を含む。
【００９０】
　前述の６つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、さらなる到達先または源は、懸濁液内で細胞を洗浄するための溶液を含む。
【００９１】
　前述の７つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、さらなる到達先または源は、懸濁液内で細胞を処理するための溶液を含む。
【００９２】
　別の局面に従って、少なくとも１つのポートを有する第１のチャンバと、第１のチャン
バを含む流体到達先または流体源と流体連通して、繰り返しおよび除去可能に配置される
ように適合される、少なくとも１つのポートを有する第２のチャンバとを備える、細胞標
本を再構成、洗浄、または処理するための装置を提供する。第２のチャンバの少なくとも
１つのポートは、再封止可能な弁を有し、第１のチャンバの少なくとも１つのポートは、
弁を開くための部材を有する。
【００９３】
　前述の局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、弁は、閉鎖位置に向か
って付勢される。
【００９４】
　前述の２つの局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、弁は、プレスリ
ットの再封止可能な中隔弁である。
【００９５】
　前述の３つの局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、第１および第２
のチャンバはそれぞれ、１つの閉鎖可能な弁を有する。
【００９６】
　前述の４つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、弁を開くための部材は、弁を自動的に開く。
【００９７】
　前述の５つの局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、弁を自動的に開
くための部材は、カニューラである。
【００９８】
　別の局面に従って、第１のチャンバ内に細胞標本を配置することと、細胞標本を第１の
チャンバから第２のチャンバに流入させることとを含む、細胞標本を再構成、洗浄、また
は処理するための方法を提供する。第２のチャンバは、第１のチャンバに繰り返し、かつ
除去可能に接続され、第１のチャンバと流体連通して配置されるように適合される。第１
および第２のチャンバのうちの一方はさらに、再封止可能な弁を有するポートを備え、第
１および第２のチャンバのうちの他方は、チャンバが接続された時に、弁を開くように適
合された部材を有するポートを備える。第２のチャンバは、第１のチャンバから切り離さ
れ、弁は閉鎖される。
【００９９】
　前述の局面を伴って使用または併用され得る別の局面に従って、第２のチャンバは、細
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【０１００】
　前述の２つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、チャンバのうちの少なくとも１つは、細胞標本を処理するための緩衝液を含む。
【０１０１】
　前述の４つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、細胞標本は、沈降力場下で、第２のチャンバに流入させられる。
【０１０２】
　前述の５つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、細胞標本は、遠心力場下で、第２のチャンバに流入させられる。
【０１０３】
　前述の６つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、細胞標本は、圧力が第１のチャンバに加えられた時に、第２のチャンバに流入させられ
る。
【０１０４】
　前述の７つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、方法はさらに、細胞標本をさらなる流体到達先または流体源に流入させることを含む。
【０１０５】
　前述の８つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、方法はさらに、細胞標本のさらなる処理のために、第２のチャンバを第３のチャンバに
接続するステップを含む。
【０１０６】
　前述の９つの局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、方法はさらに、細胞標本のさらなる処理のために、第１および第２のチャンバを再接続
するステップを含む。
【０１０７】
　前述の１０の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、再封止可能な弁は、閉鎖位置に向かって付勢され、第１および第２のチャンバが切り離
された時に、自動的に閉鎖する。
【０１０８】
　前述の１１の局面のうちのいずれかを伴って使用または併用され得る別の局面に従って
、弁を自動的に開くように適合された部材は、第１および第２のチャンバが接続された時
に、弁を通る流体連通を確立するカニューラである。
【０１０９】
　本開示に提供した例は、本開示の用途および原理のうちのいくつかを例証するものであ
ることを理解されたい。本開示の真の精神および範囲から逸脱することなく、多数の修正
が当業者によって行われ得る。本明細書に記載される種々の特性は、任意の組み合わせで
使用されることができ、本明細書に具体的に記載される特定の組み合わせに限定されない
。
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